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ないように感じる」を 1として 4から 1点を与えた。 
 （3）第 3回調査内容 
 　統計に対するイメージ尺度：　第 2回調査時と同様の尺度を用いた。 
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 　学習姿勢：　第 2回調査と同様の項目を用いた。ただし 2回目の調査時以降の様子について回答
するよう教示を行った。 
 　理解度：　第 2回調査と同様の項目を用いた。ただし 2回目の調査時以降の様子について回答す
るよう教示した。 
 　以下の分析では，いずれにも欠損を持たない，2014年度 96名，2015年度 106名，計 202名のデー






した。主因子法およびプロマックス回転後の結果を Table 1に示す。 













 x 2  ＝76.27(41)， p ＜ .01，GFI＝.94，AGFI＝.90，CFI＝.93，RMSEA＝.07となった。加えた誤差間
の共分散は，いずれも因子の影響以外の類似性（ノートと授業の資料は切り離しがたいこと，好き
な教科で受験を考える傾向があるであろうこと）が推察され，それを仮定することは妥当であると
考えられた。さらに，それぞれで信頼性係数を算出したところ，「望ましい学習態度・習慣」は  a ＝.78，













を行ったところ，因子と項目は適切に対応していると考えられた。適合度指標も  x 2  ＝49.63(26)，
 p ＜.01，GFI＝.95，AGFI＝.92，CFI＝.94，RMSEA＝.07と良好であった。さらに，それぞれで信
頼性係数を算出したところ，「論理的・合理的思考」は  a ＝.74， ωt ＝.82，「客観的思考」は  a ＝.70，
ω t ＝.79であった。 
 　統計に対するイメージ尺度については，浦上ら（2015）で，授業期間中盤からは「興味・関心」
「有用性」「学習の見通し」の 3つの因子へと集約されることが示されている。ここでいう授業期間






毎日，一定の時間は勉強にあてていた .65 － .02
勉強にはあまり力を入れていなかった － .63 .24
大抵は当日もしくは数日分の復習をしていた .61 － .08
ノートは自分なりに工夫していた .59 .16
大抵は翌日もしくは数日先の分の予習をしていた .56 － .04
授業のプリントや資料の整理を自分なりに工夫していた .50 .09
受験のための勉強は，他の人より一生懸命に取り組んだ .42 .15
試験対策は，大抵直前にやっていた － .39 .33
友人に勉強を教えていた .38 － .11
テストが返却されたら，見直しや復習をしていた .37 － .27
わからないことがあっても，大抵はそのままにしていた － .37 .21
宿題はきちんとやっていた .36 － .30




よく授業中に他のことをしていた － .17 .54
よく授業中に居眠りをしていた － .19 .51
友人に勉強を教えてもらっていた .14 .17







 　さらにそれぞれの信頼性係数を算出したところ，「興味・関心」は第 2回調査時で a＝.87， 
ωt＝ .91，第 3回調査時で  a ＝.88， ωt＝ .90であった。「有用性」は，同順に  a ＝.74， ωt＝ .81， a ＝.82，
 ωt＝ .87，「学習の見通し」は  a ＝.71， ωt＝ .82， a ＝.74， ωt＝ .87であった。 
 　以上の結果を踏まえ，それぞれの尺度項目を確定し基礎統計量を算出した。それらを，各回の学




polcor（0.7 ― 8）の hetcor関数を用い，測定された変数間のピアソンの積率相関係数，ポリコリッ











考えをまとめることが得意である － .52 .12
物事を論理的に考えることが好きである － .46 .07
結論をくだす場合には，その根拠を重視する － .44 .22
マスコミやネット上の情報をうのみにすることがある .42 － .13
判断をくだす際は，できるだけ多くの事実や証拠を調べる － .37 .30
何事も，少しも疑わずに信じ込んだりはしない － .31 .15







第 2回 第 3回
興味・関心
3 統計を学ぶことは楽しい .88 .87
6 いろいろな統計を勉強してみたい .67 .74
18 統計はおもしろい .88 .88
11 統計と聞くと勉強する気がなえてしまう － .60 － .64
4 自分の身近なことについて，統計を使って調べてみたい .68 .68
9 統計的な考え方が好きだ .68 .66
有用性
16 統計を学んでおけば，将来役立つ .63 .64
1 統計は，将来の仕事に役立つ .61 .64
7 統計は，日常生活に役立つ .53 .74
10 統計を学ぶことで，合理的に考えることができるようになる .54 .51
13 統計は，判断や意思決定をする時に必要なものだ .48 .59
12 統計を使いこなせる人になりたい .58 .80
学習の見通し
20 勉強すれば統計を使えるようになるだろう .52 .32
17 努力すれば統計がわかるようになるだろう .40 .38
8 普通にやっていればこの授業の単位はとれるだろう .56 .47















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 　またその関連性については，第 3回調査時の方が第 2回調査時よりも強めであった。このような
傾向は，第 2回と第 3回時点の「予習」「復習」「授業への取り組み」の得点は，いずれも第 3回時
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 　講義概要，学修目標は 2014年，2015年で共通である。講義計画のみ別表として掲げる。 
 ○講義概要 
 　人間科学を学ぶ上で必要となるデータの扱い方、統計的な考え方の基礎について理解することを
目的とする。この講義では、具体的な資料や簡単なデータを実際に処理しながら統計の基礎を身に
つける。 
 ○学修目標 
 ・統計的な考え方を理解する。 
 ・新聞等に掲載されるアンケート結果を的確に読み取るための知識を身につける。 
 ・簡単なデータを表計算ソフト（エクセル）を用いて処理できる。 
 ・本格的な統計の学習に必要となる基礎知識を習得する。 
○ 2014年度講義計画
回 講義内容
1 統計学の必要性
2 エクセルの基本操作
3 データの図表による整理
4 調査の結果を読み解く
5 数字とデータ解析の入り口
6 度数分布とヒストグラム
7 散布度
8 正規分布 1
9 正規分布 2
10 標準化
11 推測統計の基礎（標準誤差）
12 推測統計の基礎（区間推定）
13 仮説検定の基礎
14 相関関係
15 まとめと質疑応答
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○ 2015年度講義計画
回 講義内容
1 統計学の必要性
2 エクセルの基本操作と図表作成
3 データとその図表化
4 代表値と散布度①
5 散布度②と標準化
6 散布図（相関係数）
7 推測統計の基礎
8 正規分布と標準正規分布
9 推測統計の基礎（標本分布と標準誤差）
10 推測統計の基礎（区間推定）
11 仮説検定の基礎
12 1つの平均値の検定
13 仮説検定の基礎（データの収集　調査実習）
14 統計的仮説検定のまとめ
15 まとめと質疑応答
